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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境や企業収益の改善等を背景とした緩やかな

回復基調が続いているものの、海外情勢では、米国における今後の政策の動向、中国景気の下振れリスク、欧州の

政治リスク等の懸念もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

食品流通業界におきましては、雇用環境及び所得環境は堅調に推移しているものの、日常の生活関連消費につい

ては消費者の節約志向が根強く、生活防衛意識の強さが続いております。一方で、消費者の生活スタイルの変化等

による食生活の多様化も見られ、企業を取り巻く競争環境が幅広くなり、また、人手不足等に伴う物流関連コスト

の負担も大きく、厳しい経営環境で推移いたしました。 

このような状況下において当社グループは、卸売業の役割である「つなぎ」と提案型営業を推進し、営業力のさ

らなる強化により小売業をはじめとした取引先との取り組みを一つひとつ積み重ね、店舗の売場創造提案を行うと

ともに自社ブランド商品の開発・販売においても価値訴求を進めることで、価格だけに頼らない価値の提供に取り

組みました。また、物流費をはじめとした諸経費の抑制及び業務の生産性向上等のローコストオペレーションによ

り経営の効率化を進めました。 

海外事業においては、今後の当社グループの成長戦略の一つとして位置づけ、中国・シンガポール・ベトナム国

内での食品卸売事業の展開と、日本を含めたアジア諸国間の食品流通インフラの構築を図っており、アジア地域に

おける事業展開の強化を進めております。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同四半期に比べて1.1％増加し、4,857億32百万

円となりました。利益につきましては、自販力の強化と利益管理の徹底及び自社ブランド商品の拡販を図るととも

に、物流費の抑制を進めた結果、営業利益は52億15百万円（前年同四半期比21.1％増）となり、経常利益は58億78

百万円（前年同四半期比20.3％増）となりました。そして、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に

比べて33.2％増加し、36億57百万円となりました。 

 

セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。 

なお、各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。

 

＜常温流通事業＞

当社グループの主力事業であります常温流通事業につきましては、日常の生活関連消費における生活防衛意識の

強さが続いている一方で、消費者の生活スタイルの変化等によって需要の多様化も見られます。 

このような状況下において、価格だけに頼らない価値の提供に取り組むために、仕入先と連携しながら得意先と

の関係強化を築くとともに、自社ブランド商品の開発・販売においても価値訴求を進めることで、自販力の強化を

図りました。また、物流費の抑制及び生産性向上に取り組み、経営の効率化を進めました。 

以上の結果、売上高は3,470億10百万円（前年同四半期比3.3％増）となり、営業利益は41億63百万円（前年同四

半期比23.0％増）となりました。 

 

＜低温流通事業＞

低温流通事業につきましては、将来不安による消費者の買い控え感は依然根強く、慢性的な人手不足に加え、企

業間の競争激化等により経営環境は引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況下において、大手得意先との取引が減少するものの、商品や売場企画等の提案型営業による売上

総利益率の改善に取り組むとともに、業務改善など生産性向上によるコスト削減に努めました。 

以上の結果、売上高は481億57百万円（前年同四半期比2.4％減）となりましたが、営業利益は１億70百万円（前

年同四半期は営業損失６百万円）となりました。 

 

＜酒類流通事業＞

酒類流通事業につきましては、消費者の低価格志向が続いている一方で、所得環境の改善を背景に価格と価値を

伴った上級化・上質化商品への需要移行が見られ、消費の二極化が一層鮮明になっております。しかしながら、成

熟化した市場の中で、国内人口の減少や少子高齢化に伴う飲酒人口の減少、若年層のアルコール離れによって酒類

市場の縮小傾向が続いており、厳しい経営環境で推移いたしました。 

このような状況下において、主要取引先との取り組みや自販力の強化を図るとともに、利益管理を徹底し、コス

ト削減及び生産性向上を図ることでローコストオペレーションに取り組みましたが、大手得意先との取引減少によ

り、売上高は946億28百万円（前年同四半期比5.0％減）となり、営業利益は３億45百万円（前年同四半期比5.9％

減）となりました。 
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＜その他＞ 

その他の事業につきましては、物流事業での取引増加により売上高は58億64百万円（前年同四半期比2.8％増）

となりましたが、燃料コスト等の増加により営業利益は５億30百万円（前年同四半期比4.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ48億91百万円増加し3,096億80百万円

となりました。 

流動資産は、主に現金及び預金が減少した一方、売上債権及びたな卸資産が増加したことから、38億38百万円増

加し2,058億８百万円となりました。また固定資産は、投資有価証券の時価評価額の上昇等により、10億52百万円

増加し1,038億72百万円となりました。 

流動負債は、主に仕入債務が減少したことから、６億56百万円減少し1,865億54百万円となり、固定負債は、投

資有価証券の時価評価額の上昇等により繰延税金負債が増加したことから、２億95百万円増加し128億35百万円と

なりました。 

純資産は、52億52百万円増加し1,102億90百万円となり、その結果、自己資本比率は34.5％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ35億30百万円減少（前年同四半期は95億51百万円の資金の減少）したことから、583億61百万円となりました。 

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは17億57百万円の資金の減少（前年同四半期は27億42百万円の資金の減

少）となりました。その主な要因は、税金等調整前四半期純利益59億41百万円、減価償却費19億17百万円によ

り資金が増加した一方で、売上債権の増加61億70百万円、法人税等の支払14億29百万円、たな卸資産の増加８

億50百万円、仕入債務の減少７億71百万円等により資金が減少したことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは４億90百万円の資金の減少（前年同四半期は31億86百万円の資金の減

少）となりました。その主な要因は、有形固定資産の取得によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは13億47百万円の資金の減少（前年同四半期は36億６百万円の資金の減

少）となりました。その主な要因は、配当金の支払によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年11月11日の「平成28年９月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 61,635 58,107 

受取手形及び売掛金 111,241 117,476 

有価証券 1,873 2,011 

商品及び製品 20,227 21,161 

仕掛品 11 7 

原材料及び貯蔵品 392 349 

繰延税金資産 693 633 

その他 6,289 6,457 

貸倒引当金 △396 △396 

流動資産合計 201,969 205,808 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 15,634 15,201 

機械装置及び運搬具（純額） 2,707 2,496 

工具、器具及び備品（純額） 506 495 

土地 25,071 25,262 

リース資産（純額） 1,537 1,396 

建設仮勘定 4 392 

有形固定資産合計 45,462 45,243 

無形固定資産    

のれん 3,272 3,082 

ソフトウエア 3,253 3,091 

電話加入権 45 45 

その他 47 28 

無形固定資産合計 6,618 6,249 

投資その他の資産    

投資有価証券 37,040 38,638 

差入保証金 5,158 5,180 

投資不動産（純額） 3,536 3,250 

繰延税金資産 384 284 

退職給付に係る資産 1,031 1,132 

その他 3,644 3,946 

貸倒引当金 △57 △54 

投資その他の資産合計 50,737 52,378 

固定資産合計 102,819 103,872 

資産合計 304,788 309,680 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 173,372 172,629 

短期借入金 892 822 

リース債務 500 479 

未払金 8,584 8,030 

未払費用 232 224 

未払法人税等 1,560 2,090 

未払消費税等 275 540 

繰延税金負債 0 － 

賞与引当金 1,142 1,144 

役員賞与引当金 50 34 

資産除去債務 9 － 

その他 589 558 

流動負債合計 187,210 186,554 

固定負債    

長期借入金 566 426 

リース債務 1,105 975 

繰延税金負債 3,754 4,443 

役員退職慰労引当金 369 324 

退職給付に係る負債 5,234 5,211 

資産除去債務 156 157 

その他 1,352 1,296 

固定負債合計 12,539 12,835 

負債合計 199,749 199,389 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,934 5,934 

資本剰余金 8,813 8,842 

利益剰余金 79,866 82,681 

自己株式 △2,980 △2,981 

株主資本合計 91,633 94,476 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,320 11,961 

繰延ヘッジ損益 △0 0 

為替換算調整勘定 △472 △99 

退職給付に係る調整累計額 502 491 

その他の包括利益累計額合計 10,350 12,353 

非支配株主持分 3,054 3,460 

純資産合計 105,038 110,290 

負債純資産合計 304,788 309,680 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 480,504 485,732 

売上原価 449,521 453,862 

売上総利益 30,983 31,869 

販売費及び一般管理費 26,675 26,653 

営業利益 4,307 5,215 

営業外収益    

受取利息 94 119 

受取配当金 260 254 

不動産賃貸料 133 154 

貸倒引当金戻入額 0 0 

売電収入 52 51 

その他 224 268 

営業外収益合計 765 849 

営業外費用    

支払利息 30 26 

持分法による投資損失 17 32 

為替差損 4 11 

不動産賃貸費用 54 63 

売電費用 46 41 

その他 34 11 

営業外費用合計 188 187 

経常利益 4,884 5,878 

特別利益    

固定資産売却益 16 139 

投資有価証券売却益 9 4 

特別利益合計 26 144 

特別損失    

固定資産除売却損 44 73 

投資有価証券売却損 11 5 

たな卸資産廃棄損 80 － 

リース解約損 0 1 

特別損失合計 136 80 

税金等調整前四半期純利益 4,774 5,941 

法人税、住民税及び事業税 1,674 1,932 

法人税等調整額 210 120 

法人税等合計 1,885 2,052 

四半期純利益 2,889 3,889 

非支配株主に帰属する四半期純利益 142 231 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,746 3,657 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年３月31日) 

四半期純利益 2,889 3,889 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △811 1,716 

繰延ヘッジ損益 0 0 

為替換算調整勘定 △315 411 

退職給付に係る調整額 △2 △11 

持分法適用会社に対する持分相当額 31 △16 

その他の包括利益合計 △1,097 2,099 

四半期包括利益 1,791 5,989 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,735 5,660 

非支配株主に係る四半期包括利益 56 328 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,774 5,941 

減価償却費 1,925 1,917 

のれん償却額 316 415 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △167 △4 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22 △44 

賞与引当金の増減額（△は減少） △184 △1 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △56 △16 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △123 △129 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6 △11 

受取利息及び受取配当金 △355 △374 

支払利息 30 26 

持分法による投資損益（△は益） 17 32 

投資有価証券売却損益（△は益） 1 0 

有形固定資産売却損益（△は益） △16 △128 

有形固定資産除却損 43 61 

リース解約損 0 1 

売上債権の増減額（△は増加） △5,867 △6,170 

たな卸資産の増減額（△は増加） △607 △850 

仕入債務の増減額（△は減少） 114 △771 

その他 △618 △556 

小計 △800 △661 

利息及び配当金の受取額 345 359 

利息の支払額 △30 △26 

法人税等の支払額 △2,256 △1,429 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,742 △1,757 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 △1,100 － 

有価証券の償還による収入 500 1,000 

有形固定資産の取得による支出 △1,480 △791 

有形固定資産の売却による収入 57 250 

無形固定資産の取得による支出 △584 △552 

有形固定資産の除却による支出 － △20 

資産除去債務の履行による支出 △0 △9 

投資有価証券の取得による支出 △714 △700 

投資有価証券の売却による収入 340 37 

投資有価証券の償還による収入 － 300 

投資不動産の取得による支出 △10 △5 

投資不動産の売却による収入 101 － 

貸付けによる支出 △58 △1 

貸付金の回収による収入 8 2 

定期預金の預入による支出 △0 △0 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
2 － 

関係会社株式取得のための前払金の支出 △246 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,186 △490 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △240 △214 

自己株式の取得による支出 △2,136 △0 

配当金の支払額 △898 △842 

非支配株主への配当金の支払額 △13 △16 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △316 △272 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,606 △1,347 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 64 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,551 △3,531 

現金及び現金同等物の期首残高 64,122 61,892 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 0 

現金及び現金同等物の四半期末残高 54,571 58,361 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

 
常温流通
事業 

低温流通
事業 

酒類流通
事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 330,891 49,223 97,491 477,606 2,898 480,504 － 480,504 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

5,096 98 2,133 7,328 2,806 10,134 △10,134 － 

計 335,988 49,321 99,624 484,934 5,704 490,639 △10,134 480,504 

セグメント利益又は損失（△） 3,385 △6 366 3,746 557 4,304 3 4,307 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に物流事業であります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額３百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

 
常温流通
事業 

低温流通
事業 

酒類流通
事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 341,748 48,063 92,865 482,677 3,055 485,732 － 485,732 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

5,262 93 1,762 7,119 2,808 9,928 △9,928 － 

計 347,010 48,157 94,628 489,796 5,864 495,660 △9,928 485,732 

セグメント利益 4,163 170 345 4,678 530 5,209 6 5,215 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に物流事業であります。

２ セグメント利益の調整額６百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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